
団体名： 弥富市商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 128.1 ％） （達成度 163.3 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 102.9 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 99.2 ％） （達成度 80.8 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 65.2 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 161.3 ％） （達成度 101.2 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 97.4 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 103.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

各地域の事業者が
抱える地域課題や
経営課題の解決に
つながる異業種交
流の場として機能
させていくこと
で、地域の活性化
につなげていく。

目標
数値

160
実績
数値

166
目標
数値

指標

会員同士の交流を深めるこ
とで、単独では難しかった
新たなサービスや商品の開
発・提供に繋がり、連携の
強化が図れた 。また、商工
会に求められる支援や施策
について意見交換ができ、
今後の円滑な事業運営に資
する結果となった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

地域産業活性化事
業

地域商工業者の声を聞き、地
域の特性を活かした地域資源
の活用や企業の発展及び地域
産業の活性化につなげること
を目的とする。

・会員懇談会
　(6月3日)
　参加人数　110人

・会員交流研修会
　(1月16日)
　参加人数　　56人

小規模事業者

指標

参加人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

老朽化した街路灯
の状況を確認し、
撤去も含めた適切
な管理を行う。街
路灯は地域の防犯
にも寄与している
ことから、地域の
安全・安心の確保
および魅力あるま
ちづくりの推進に
向け、引き続き維
持管理を行ってい
く。

目標
数値

228
実績
数値

222
目標
数値

指標

廃業する事業者の増加に
伴い、街路灯の維持に係
る負担が増大しているこ
とから、弥富市の街路灯
電灯料補助金を活用し、
負担の軽減を図った。あ
わせて、老朽化した街路
灯の撤去やLED化を実施
し、安全性の向上に加
え、環境美化および地域
の防犯強化に寄与した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

商店街振興事業

消費者の生活形態の変化、郊
外型大型店等への購買力流出
など、地元中小商業者が抱え
る様々な経営課題解決に向
け、地域活性化、集客力向上
につながる魅力あるイベント
事業の実施等、地元商業者の
活性化を通じて地域振興、街
づくりに寄与することを目的
とする。

・街路灯維持管理本数
(市補助金電灯料申請本数)
　222本

小規模事業者

指標

市補助金電灯料申請本数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

地域事業者間の交
流を図るととも
に、地域特有の課
題の共有や情報収
集を図り、事業者
同士のつながりが
途切れることのな
いよう、引き続き
実施する。

目標
数値

80
実績
数値

129
目標
数値

支部事業参加者数

指標

ごみ袋等販売契約者数
支部総会をはじめ支部事
業等の実施により、地域
の事業所間での情報交換
や交流が図れた。また、
弥富市指定のごみ袋販売
業務を行うことで、地域
事業者及び地域住民の利
便性向上に寄与すること
ができた。

総
合
評
価

Ａ

84
実績
数値

85

地域振興事業

地域懇談会を開催し、地域の
実態を把握するとともに地域
経済振興に関する施策を検討
するなど、地域活性化に向け
た各種事業に取り組み、地域
振興、地域商工業の発展に寄
与することを目的とする。

・支部事業　　　6回
　参加者数　　129人

・ごみ袋等販売契約者数
　　　　　　　 85事業所 小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き、まつり
を通じた地域住民
との交流を行い、
商工会や地域事業
所のPRを促進する
ことで、参加事業
者の販路開拓と地
域貢献に繋げてい
く。また、創業者
を増やすため、会
場にて機運醸成に
取り組む。

令和8年3
月に開催
を予定し
ていた桜
まつりが
4月開催
に延期と
なった。

目標
数値

11,500
実績
数値

7,500
目標
数値

10,000

指標

桜まつり来場者数
地域住民に対する地域事業
者のPR機会の創出により、
来場者との交流促進が図ら
れた。来場者数は目標を下
回ったものの、地域内消費
の喚起や事業者間の連携強
化といった面で一定の成果
が見られた。また、創業支
援ブースの設置により、創
業への機運醸成が図れたと
ともに、実態把握ができ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

地域産業祭事業

各種のお祭り・祭典などを開
催することにより、その集客
力を活かして地域の経済活動
を促進し地域の産業や地域資
源、観光資源をPRすることで
地域の総合的な振興を図るこ
とを目的とする。

・やとみ青空市
 （4月13日）
　悪天候により中止
・海南こどもの国 秋まつり
　(11月8日・9日)
　来場者数　　7,500人
・桜まつり
  令和8年4月に延期

小規模事業者
祭典来場者

指標

やとみ青空市・秋まつり
来場者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

参加者ニーズを踏
まえたテーマ設定
により参加促進を
図るとともに、受
講後のフォロー
アップ支援を強化
し、学びの実践・
定着につなげる。
また、増加傾向に
ある創業希望者に
向けた講習会の充
実を図る。

〇

目標
数値

240
実績
数値

238
目標
数値

130

指標

個別受講者数
各種講習会の開催によ
り、経営改善やデジタル
化、販路開拓等に関する
知識習得の機会を提供す
ることができた。受講者
数も概ね計画どおりであ
り、参加者の意識向上や
実践へのきっかけづくり
につながっている。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

105

講習会事業

多様化する経営環境に対応す
るため、小規模事業者にとっ
て必要な金融・税務・経理・
労働・情報化等の知識習得
や、時宜に即したテーマでの
講演等、事業者の資質向上と
円滑な事業運営に資すること
を目的とする。

・講習会開催回数及び
　受講者数
　集団　　22回　238人
　個別　　23回　105人

小規模事業者

指標

集団受講者数

小規模事業者の記
帳事務の負担軽減
と計数把握による
経営力の向上に努
め、数値による具
体的な課題の把握
につなげる。

〇

目標
数値

105
実績
数値

108
目標
数値

実績
数値

記帳指導を継続的に実施
したことで、対象事業者
の経理処理能力の向上お
よび税務申告の適正化が
図られた。目標を上回る
実績となり、事業者の経
営状況の見える化が進
み、経営判断の質向上に
も寄与している。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

記帳継続指導事業

商工会の職員が個人事業主等
を対象に正しい記帳法の指導
と決算・確定申告の指導を行
い、適正な税務申告と経理の
自計化計数管理による経営力
の向上に結び付ける。

・指導対象者数　　 108人
・指導延日数　　   797日
・指導延回数　　　 795回

小規模事業者

指標

記帳継続事業所数

指標

目標
数値

1,200
実績
数値

1,537
目標
数値

30

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事業者ごとの課題
に高度な解決策を
提示できるよう、
外部専門家等との
連携をさらに強化
する。また、デジ
タル化や人手不足
といった課題にも
対応できる支援体
制の構築を行う。

〇
巡回・窓口相談指
導事業

地域内事業者の大多数を占め
る小規模事業者の経営基盤の
安定強化や、新規創業・経営
革新への積極的支援を実施
し、事業継続のための個別支
援を行うため、巡回及び窓口
において相談指導を行う。

・巡回窓口指導実企業数
　　　　　　　　　798社
 (内創業16社 非会員42社)
・巡回窓口指導延件数
　　　　　　　　1,537件
（内創業23件 非会員68件）
・課題解決提案件数
                 　49件
・経営革新計画承認件数
                    1件

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
巡回および窓口での相談
対応により、事業者の経
営課題の早期把握と迅速
な対応が可能となり、経
営改善や資金繰り支援等
において実効性の高い支
援を実施することができ
た。目標件数も達成して
おり、地域事業者との信
頼関係の強化につながっ
ている。

実績
数値

49

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等



団体名： 弥富市商工会

得られた効果 備考

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 145.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 91.8 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 120.0 ％） （達成度 124.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 94.4 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 98.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 90.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 59.5 ％） （達成度 142.9 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

後継者不足や事業
承継の遅れが課題
となる中、早期の
後継者育成支援や
多様な承継形態へ
の対応が求められ
る。また、実践的
な経営体験や先進
事例の共有機会を
充実させ、次世代
人材の定着と成長
を促進する。

〇

目標
数値

42
実績
数値

25
目標
数値

セミナー参加者及び全国大
会

等参加者数 指標

参加して満足した者の割合
（％）

若手後継者を対象とした
研修や交流事業を通じ
て、経営に必要な知識・
ノウハウの習得と人的
ネットワークの構築が図
られた。これにより、事
業承継への意識醸成や次
世代経営者の育成に寄与
した。

総
合
評
価

Ｂ

70
実績
数値

100

若手後継者等育成
事業

地域経済を支える小規模事業者
の減少対策として若手経営者・
後継者の経営力向上を目的とし
て、セミナーを開催し、スムー
ズな事業承継と経営者としての
資質を養う。
地域の小規模事業者の指導者と
なる人材育成のため、青年部・
女性部の交流機会として全国大
会等に参加する。

・セミナー　　2回　　22名
・青年部中部ブロック大会
　(9月16日)
　参加者数　　2名
・女性部中部ブロック大会
　(9月1日)
　参加者数　　1名
・参加者満足度 100％以上

小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

地域の将来を担う
青少年の人材育
成、経営者として
の能力向上に繋が
ることから、引続
き実施する。目標

数値
20

実績
数値

18
目標
数値

指標

青少年の健全な育成や経
営者としての人材育成、
さらには珠算の振興につ
なげることができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

人材育成事業

地域の総合的な改善発達を図る
ことを目的として、珠算振興と
将来の経営者としての人材育成
に資するため全国連と県連主催
の珠算検定事業を実施する。珠
算能力のより一層の向上に役立
てるため支部選抜珠算大会へも
参加する。

・珠算検定試験
　3回　　10名
・海部商工会選抜珠算競技
　大会
　（12月3日）
　1回　　8名

児童・生徒
（地域の将来
を担う経営者
の人材育成と
して、青少年
の資質向上や
能力向上に役
立った。）

指標

検定受験者数及び大会
参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

制度改正への迅速
な対応に加え、税
制に関する最新情
報を継続的に提供
することが求めら
れており、事業者
の税制に関する理
解を一層図る必要
がある。

目標
数値

450
実績
数値

444
目標
数値

指標

税務関係団体との連携に
より、適正な記帳・申告
の普及啓発が図られ、事
業者の税務意識の向上に
つながった。各種研修や
広報活動を通じて、税務
知識の習得機会を提供す
ることができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

税務関係団体指導
事業

青色申告会・法人会等の税務
支援団体・地域貢献団体の活
動を支援することで国・地方
公共団体、地域社会へ貢献
し、ひいては商工業の活性化
に資することを目的とする。

・法人会会員数　165人
・青申会会員数　279人

　記帳指導　　　2回
　年末調整指導　2回
　決算申告指導　2回

小規模事業者

指標

法人会・青色申告会会員数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

制度の理解不足や
手続きの煩雑さが
課題であるため、
引き続き分かりや
すい周知・啓発を
行う。特に小規模
事業者には個別相
談や訪問指導を強
化し、加入促進と
適正な運用推進に
取り組む。

目標
数値

125
実績
数値

118
目標
数値

指標

労働保険の加入促進および
事務手続きの支援により、
未加入事業者の解消と適正
な労働環境の整備が図られ
た。また、事業主の事務負
担軽減に加え、従業員の安
心・安全の確保や福利厚生
の充実に寄与し、制度周知
を通じて労務管理への意識
向上にもつながった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

労働保険事業

事業主等の委託を受けて、事
業主に代わって労働保険料の
申告納付その他労働保険に関
する各種届出等の事務手続き
を行うことにより中小事業主
の事務負担を軽減し、労働保
険の適用促進及び労働保険料
の適正な徴収を図ることを目
的とする。

・労働保険受託事業所数
　118事業所

小規模事業者

指標

受託事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

自己財源確保及び
事業所の福利厚生
の充実を図るため
引続き実施してい
く。
健康診断事業につ
いてはさらなる周
知に努め、事業所
数の増加を図る。

目標
数値

30
実績
数値

36
目標
数値

25

指標

健康診断参加事業所数
各種共済制度の普及によ
り、事業者の経営リスク
への備えや従業員の福利
厚生の充実が図られた。
加入促進活動を通じて、
事業者の安心経営の基盤
づくりに寄与した。
健康診断事業では目標の
参加事業所数を超えてお
り多くの事業者に受診機
会を提供することができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

31

福利厚生事業

中小零細企業の経営や雇用の安
定を図るために各種共済制度の
普及や従業員の福利厚生を支援
することにより、企業の健全な
育成に資することを目的とす
る。
一年に１回健康診断の実施義務
があるが、小規模事業者等にお
いては、なかなか受診する機会
がないため、商工会が主体とな
り受診機会を提供することで健
康増進をし、安定的な企業経営
を図ることを目的とする。

・中小企業共済加入口数
　36口

・健康診断受診事業所数
　31事業所

小規模事業者

指標

中小企業共済加入口数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

参加者の固定化が
課題であるため、
セミナーのテーマ
や魅力ある講師の
活用、ニーズに
合った事業により
参加意欲の向上を
図る必要がある。

目標
数値

710
実績
数値

652
目標
数値

指標

各部会の活動を通じて、業
種別・課題別の情報共有や
意見交換が行われ、事業者
の課題把握および解決に向
けた整理が図られた。ま
た、事業成果をホームペー
ジにて報告したことで、部
会全体で情報共有を図るこ
とができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

部会委員会事業

商業・建設工業などの各部会
や必要に応じた活動を行うこ
とで、情報交換や交流の機会
を創出し、参加企業の発展に
資することを目的とする。

・商業部会
　総会、役員会等
　6回　32名
・建設工業部会
　総会、役員会等
　4回　23名
・食品部会
　総会、役員会等
　4回　597名

小規模事業者

指標

参加人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部員数の減少や参
加者の固定化が課
題となるため、新
規加入促進に向け
た魅力ある事業展
開が必要である。
あわせて、SNS等を
活用した活動状況
の発信強化や、若
手や女性の視点を
活かした新たな事
業に取り組むこと
で、組織の活性化
を図る。

〇

目標
数値

220
実績
数値

320
目標
数値

指標

青年部・女性部活動を通
じて、部員間の交流促進
および地域事業者同士の
ネットワーク強化が図ら
れた。また、地域イベン
トへの参画や独自事業の
実施により、地域活性化
への貢献とともに、次世
代経営者・女性経営者の
育成につながった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

青年部・女性部事
業

社会福祉活動を通じて地域と
の関わりを持つことで地域社
会の発展に寄与すると共に、
将来、地域のリーダーとなる
人材を創出する。また、部員
同士の交流により各々の経営
改善の機会を創出する。

・青年部事業参加延人数
　139人

・女性部事業参加延人数
　181人

小規模事業者

指標

参加人数


